
令和6年1月23日

森林シューセキ！事例報告会

津市農林水産部
   林業振興室

  室長 藤田 昌也津の恵み(農林水産物)
PR キャラクター 津市 PR キャラクター

三重県津市における取組事例
～市内全域への意向調査早期着手と森林整備～

浅草橋ヒューリックホール

《内容》
 〇 津市について
 〇 事前準備、広報
 〇 取組実績
 〇 まとめ

資料４



津市について

津城跡

専修寺
2

名松線



位 置
日本のほぼ中央に位置する三重県の県庁所在地

人 口 ２７４，５３７人 （令和２年国勢調査）

面 積   ７１１．１９平方キロメートル

※シンガポールの国土面積とほぼ同じ大きさ

大阪から

約１時間３０分

京都から

約１時間４０分

※時間については、

列車等により異なります。

中部国際空港から
高速船で 約４５分

名古屋から

約１時間

中部圏と近畿圏の結節点であり、

交通アクセスに恵まれている

津 市 の 概 況
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古くは安濃津と呼ばれ、坊津（ぼうのつ）（鹿児島
県）・花旭塔津（はかたつ）（福岡県）と並んで「日本
三津」の一つとされた。
津とは中国から見た重要な港を意味し、中国との

貿易港の一つで、流通の拠点としての機能。

江戸時代には、築城の名手といわれる藤堂高虎
の城下町として発展。
藤堂高虎により、伊勢神宮への参宮街道が津の

まち中を通るようになり、参宮街道の宿場町としてに
ぎわった。

多気城下絵図

室町時代から戦国時
代にかけては、伊勢国
司北畠氏の本拠として
中世都市を形成。

津繪圖（享保期津城下絵図）

津 市 の 歴 史
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21,407 ha
30%

8,180 ha 
12%

41,532 ha
58%

宅地ほか 田畑 森林

津市の面積(71,11９ha)

伊
勢
湾
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森林面積 ： ４１，５３２ｈａ （国有林740haを含む）

※市域の面積７１，１１９ｈａの５８％

民有林面積 ： ４０，７９２ｈａ
 天然林等    ：    ７，２４１ｈａ  （18%）
 人工林      ：  ３３，５５１ｈａ  （82%）

  適切に経営管理がされている森林
    約８，５００ha （人工林の25％）

    適切に経営管理がされていない森林
   （経営管理制度の対象森林）

  約２５，０００ha （人工林の75％）

伊
勢
湾

凡例

 普通林

 保安林

 国有林

津市における森林の状況 （令和５年４月１日現在）

地籍調査の進捗率 ： 3,679ha （5.34％）
（市域の対象面積：68,924ha）
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林業振興室の体制 （令和５年４月１日現在）

市役所

白山庁舎

【所在】 津市白山町川口（白山庁舎の２階）
※農林水産部は本庁舎の６階【人員体制】

・ 室長（事務職）令和３年４月～ ※平成３０年４月に入庁 
      （前職は総合商社の社有林を管理する会社に２６年間勤務）

・ 担当主幹（事務職）令和３年４月～

・ 担当主幹（事務職）令和５年４月～

・ 主査（事務職）平成２７年４月～（林学系の大学卒）

・ 会計年度職員（非常勤参与）平成３１年４月～（三重県の林業職ＯＢ）

・ 会計年度職員（一般）令和３年１月～（法務局ＯＢ）

・ 会計年度職員（一般）令和５年４月～

以上の７人体制
  （この他、令和５年度から林道等の工事担当技術職員２名が兼務で所属  ※本庁舎勤務）

 （平成３１年３月まで４名､平成３１年４月から５名､令和３年１月から６名､令和５年４月から７名）

伊
勢
湾
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意向調査等の実施に向けた準備など
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地域協議会の開催
森林環境譲与税、森林経営管理制度の導入に向けた
情報共有と意見交換の場として地域協議会を設置

三重県
津農林水産
事務所

津市
農林水産部

林業振興室

中勢森林組合

 みえ
 森林経営管理
 支援センター

三重県
津農林水産
事務所

津市
農林水産部

林業振興室

中勢森林組合

平成３０年８月～平成３１年３月 （５回開催） ※2ヶ月に1回

令和元年７月～ 令和２年9月  （4回開催） ※半年に1回

令和３年度から
週に３日程度
派遣支援（１名）
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令和元年５月の広報に特集記事を掲載
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市内８箇所で説明会の開催（直営）

（令和元年５月～令和元年９月）

広報紙を使い開催案内を告知、約２３０名の森林所有者が参加

2名, 3%

15名, 
20%

28名, 37%17名, 
22%

14名, 
18%

どのくらいの規模の森林を所有していますか

0.1ha未満

0.1ha～1.0ha
1.0ha～5.0ha
5.0ha以上

分からない

3名, 4%4名, 5%

71名, 91%

現在、森林の経営を行っていますか

経営している

経営を委託している

経営していない

アンケート結果

14名, 
16%

50名, 58%

17名, 
20%

5名, 6%

森林経営管理制度の内容について

よく分かった
なんとなく分かった
少し分からなかった
全く分からなかった

51名, 65%

2名, 3%

25名, 32%

今後、津市に経営管理を委託したいですか

委託したい

委託したくない

分からない
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初年度の意向調査対象地域の選定

これらの項目を考慮し、優先度の高い地域を選定
早期に市内全域の森林に対して意向調査を実施することを決定
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意向調査業務委託契約の締結

仕様書案を作成

歩掛り調査を実施（3者）

・三重県森林組合連合会
・中勢森林組合（津市）
・松阪飯南森林組合（松阪市）

内容の精査を行い
仕様書を見直し
設計書を作成

随意契約による見積徴取

《条件》 認定林業事業体
競争入札参加資格(森林)
森林調査業務の実績

委託契約の締結

意向調査の開始

説明会・相談会を併せて開催 13



令和２年１０月の広報に特集記事（第２弾）を掲載

広報誌裏面の
市長コラム
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令和３年１２月の広報に特集記事（第３弾）を掲載

広報誌裏面の
市長コラム
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令和3年度からは定例記者会見で取り組み状況を報告

令和5年5月24日

津市の森林経営管理事業
森林環境譲与税を活用した取組

～市内全域へ意向調査着手で森林整備を加速します～

令和4年5月9日

津市の森林経営管理事業
森林環境譲与税を活用した未整備森林解消に向けた取組

令和3年4月19日

津市の森林経営管理事業
一志地域と白山地域（一部）に森林を持つ森林所有者を対象に

意向調査票を発送します
～未整備森林解消に向けた取組～
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広報誌や定例記者会見以外でも
森林環境税等の広報活動を実施

R5.11.3 津市農林水産まつり

令和5年１2月１６日号の広報
に森林環境税の記事を掲載
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森林環境譲与税事業の取組みについて
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津市の森林環境譲与税事業（令和５年４月１日現在）

• 経営管理意向調査 （委託事業） 令和元年～

• 境界明確化、現況調査 （委託事業） 令和元年～

• 森林整備 （委託事業） 令和元年～

• 経営管理権集積計画の作成 （直営）  令和２年～

• 経営管理実施権配分計画の作成 （直営）  令和３年～

• 不明森林所有者の探索 （直営）  令和３年～

森林経営管理事業    《令和元年度から》

• 森林整備 《間伐、植栽》 （補助事業）

小規模森林整備促進事業 《令和３年度から》

• 新築戸建て個人住宅の支援 （補助事業）

木材利用促進事業 《令和４年度から》
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令和元年度
（実績）

令和２年度
（実績）

令和３年度
（実績）

令和４年度
（実績）

令和５年度
（当初予算）

森
林
経
営
管
理
事
業

経営管理意向調査 ２５，７６５ ４２，０７５ ３０，６４４ ５８，４２１ ４５，４２２

境界明確化、現況調査 ９，１２９ １５，４００ １３，６４０ ２５，１３５ ３５，１９０

森林整備 １１，５１４ ３８，４８３ ３４，９２１ ４４，１７1 ６５，０００

資源解析 （2,700ha） － － ５，６９８ － －

その他 （需用費 等） ２０２ ３，９３５ ３，５２２ ４，０１９ ６，４３２

小 計 ４６，６１０ ９９，８９３ ８８，４２５ １３１，７４６ １５２，０４４

小規模森林整備促進事業 － － ５，８５２ ６，０７４ ７，３３３

木材利用促進事業 － － － １，２００ １，５００

森林環境譲与税事業 合計 ４６，６１０ ９９，８９３ ９４，２７７ １３９，０２０ １６０，８７７

基金積立（執行残）、基金繰入 積立金 ４，２６５ 積立金 ８，２１９ 積立金１３，９２７ 積立金 ２，１７０ 繰入金１９，６８7

森林環境譲与税 譲与額 ５０，８７５ １０８，１１２ １０８，２０４ １4１，１９０ １4１，１９０

津市における森林環境譲与税事業の事業費
単位：千円
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回答あり １１，８８５名 ５４％

宛先不明 （探索中を含む） １，９６１名 ９％

発送準備中 （探索判明分）  ５２０名 ２％

不明森林所有者※  ９２７名 ４％

回答なし ６，８０８名 ３１％

※ 所在が不明であると明らかになった森林所有者

対象面積 ３６，１６６ｈａ （市内私有林の９２％）

調査票発送数 ２２，１０１名 （１０１，２４４筆）

実施地域 令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

芸濃地域

美杉地域

白山地域(南部)・一志地域

白山地域(北部)・久居地域・美里地域

回答あり
（６９,０９３筆）
の内訳

1

委託希望
47,344筆

68％

検討中
3,136筆

5％

自己管理
18,613筆

27％

約７割が市へ
委託を希望

▶ 経営管理意向調査の結果 （令和元年度～令和４年度）

（令和５年度で市内全域を網羅）

令和5年3月31日現在
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意向調査票同封物（令和４年度版）
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不明者探索 公用交付依頼文書 （サンプル）
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境界明確化・測量

39 52
65

128

81.83 100.51
100.58

151.18

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度

対象者数 面積

年度 対象者数 面 積 場 所

令和元年度 ３９名 ８１.８３ｈａ 芸濃町河内地内

令和２年度 ５２名 １００.５１ｈａ 芸濃町河内地内

令和３年度 ６５名 １００.５８ｈａ 芸濃町河内地内

令和４年度 １２８名

４３名
１５１.１８ｈａ

５０.１５ｈａ 芸濃町河内地内

２７名 ５２.２９ｈａ 美杉町竹原地内

５８名 ４８.７４ｈａ 美杉町八知地内

合 計 ２８４名 ４３４.１０ｈａ
（延べ人数）

(人) (ｈａ)

▶ 森林現況調査・境界明確化の実施状況（令和元年度～令和４年度）
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公告月日 件数 面 積 場 所

令和２年１１月２日 ３３件 ７４．５０ｈａ 芸濃町河内地内

令和４年３月１８日 ４９件 ９５．９０ｈａ 芸濃町河内地内

令和５年３月２８日 ３７件 ６９．０５ｈａ 芸濃町河内地内

合 計
１１９件

２３９．４５ｈａ （存続期間１５年）
（延べ件数）

面積 場 所 経 過

１０.２９ｈａ
芸濃町河内地内
(令和２年度 経営管理権集積計画箇所）

令和４年１月２８日 業者選定懇話会
令和４年３月１６日 公告（終期R9.12.31）

令和５年２月 間伐作業 開始
令和５年５月 間伐作業 完了

▶ 経営管理権集積計画の作成状況（令和２年度～令和４年度）

▶ 経営管理実施権配分計画の作成状況（令和３年度～令和４年度）
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【整備前の森林】

【整備後の森林】

21.96

52.6
53.88 67.58

0

50

100

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

面積

年度 面 積 場 所

令和元年度 ２１.９６ｈａ 芸濃町河内地内  

令和 ２年度
１７.０２ｈａ 美杉町太郎生地内  

３５.５８ｈａ 芸濃町河内地内

令和 ３年度
３０.８０ｈａ 美杉町太郎生地内  

２３.０８ｈａ 芸濃町河内地内

令和 ４年度 ６７.５８ｈａ 芸濃町河内地内

計 １９６.０２ｈａ

(ｈａ)

▶ 森林整備の実施状況
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27

▶ 経営管理事業(境界明確化)位置図 （令和元年度～令和3年度）
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みえ森と緑の県民税事業（抜粋）  R5当初予算額 89，530千円

森林環境教育事業     （委託ほか）
市内在住、在学、在勤の方を対象として、森林や木材、林業について

学び、体験を通して森林の機能や林業について理解を深める。

林地残材搬出促進事業     （補助）
間伐等で発生する林地残材等が豪雨時に河川を閉塞させる流木の発生

原因となることを防ぐため、林地残材の減少を図り、河川等への流出を
防ぐことで災害に強い森林づくりを進める。

流域防災機能強化対策事業    （委託）
県が定める特定水源地域や環境林等において、土壌浸食の恐れがある

渓流沿いの森林に対して、下層植生の発達を促す森林整備（調整伐）を
行い、流域の防災機能の強化を図る。

災害からライフラインを守る事前伐採事業 （委託ほか）
ライフライン（電線等）を寸断する恐れのある危険木の事前伐採を行

うことで、災害防止策を講じる。 28



その他の林業振興事業（抜粋）    R5当初予算額 131，177千円

広葉樹植栽奨励事業   （補助）
クヌギやケヤキ等の広葉樹の植栽について支援し、森林の保全、水源

かん養、防災、その他自然環境の保護を図る。

市有林保育事業、市有林管理事業 （委託）
境界管理を行うとともに、生育状況を把握し、市有林を適正に整備す

ることで、木材利用の促進や、水源かん養機能や山地災害防止機能と
いった公益的機能の発揮を促し、災害に強い森林づくりを実施。

林道等維持管理事業、林道整備事業 （委託ほか）
林道施設の修繕、補修用資材の支給等を実施。林道の長寿命化計画に

よる橋梁等の施設修繕や林道の改修や開設を実施。

強い森林づくり促進事業   （補助）
人工林を適切に維持管理することで地域の林業の活性化を図るととも

に森林の有する多面的機能の増進を図るため、国・県の間伐等補助事業
（公共、非公共、県単）への追加支援を実施。
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膨大な情報管理
クラウドシステムだけで
は管理に限界、所有者
の想いの反映が難しい

航空レーザー計測
データの活用
期待どおりの成果を得
られるかが未知数

多忙な業務
林道関連の設計・積算
や事務手続きも多く、森
林の経営管理が難しい

林地台帳や森林簿
の精度が低い
所有者探索や場所の
特定が難しい

森林・林業施策
に精通した職員
の育成が不可欠

本市における課題
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森林経営管理制度は、やむなく放置された森林を整備するだけ
でなく、所有者自身が自分の森林を見つめなおす良いきっかけに
なっています。

市町村だけで「森林の経営管理」を進めるには限界があり、都道
府県や地域、林業事業体、森林所有者等が連携し、森林の持つ
多様な機能の重要性を理解し、森林整備の必要性や大切な資産
だと認識することが大切だと思います。

森林（人工林）には、林業経営を目指す森林、針広混交林のよう
な環境林を目指す森林、停滞した多面的機能の発揮を目指す森
林などがあり、いずれも森林整備や周辺整備の実施は重要です。

補助金や交付金、県民税、森林環境譲与税、市単独費などを
しっかりと活用し、事業の推進を図ることが大切だと考えます。

おわりに
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ご清聴、ありがとうございました。


